
    

 
 
 

蔵書管理システムを使いこなそう！ その１ 
 

今回導入した蔵書管理システムは、蔵書の登録・管理や貸出・返却はもちろん、最大の利点は、

教科等の授業や調べ学習をサポートする視点で図書資料の検索ができることです。蔵書管理シス

テムは、無料で使えるものから使用料等が高額なものまで幾つもの選択肢がありますが、授業支

援の機能にこだわり、今回のシステムを採用しました。 
 
システムの概要 
 システム（ＬＳ＠ＳＣＨＯＯＬ）とＭＡＲＣ（書誌情報データベース：ＴＯＯＬｉーＳ）が一体

となって、はじめて威力を発揮します。両方とも年間使用料が必要です。 
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蔵書管理システム 富士通「ＬＳ＠ＳＣＨＯＯＬ」の主な機能 

 【 児 童 画 面 】 カウンター機能 

①貸出／返却 バーコードをなぞるだけで、貸出、返却ができます。 

②資料検索  簡単な操作で、最新の出版情報から本を探すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

【 先 生 画 面 】 業 務 機 能 

①蔵書管理  蔵書登録、蔵書点検、蔵書一覧等々の管理ができます。   

②貸出情報  図書の分類比率など様々な統計処理ができます。 

③統計情報  学年や学級別の貸出数、個人の読書傾向、 

よく貸し出されている本や一人一人の読書傾向等も分かります。 

           

 

 

 

 

 

 
 

【 先 生 画 面 】 サ ポ ー ト 機 能 

①オンラインサポート  ＷｅｂＱ＆Ａ  事例情報参照  操作支援Ｗｅｂ  等々   

②ユーザーコミュニティ 掲示板 フォーラム データの共有  等々 
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蔵書管理システム 

富士通「ＬＳ＠ＳＣＨＯＯＬ」 
ブラウザ上で学校図書館の蔵

書管理、貸出、統計処理など

すべてを行う。サーバーも。 

 

書誌情報データ 

ＴＲＣ「ＴＯＯＬｉ―Ｓ」 
どの本の、どの部分を、どの

ように授業等で活用するか、 

膨大な情報から支援できる。 

 



    

 
 
 

蔵書管理システムを使いこなそう！ その２ 
 

蔵書誌情報データベース ＴＲＣ「ＴＯＯＬｉ―Ｓ」の主な機能 
 
【 多 項 目 検 索 】 

例えば、タイトル、著者名、出版社名、受賞情報、書評情報、利用対象、資料形式、 

ジャンル、言語など多項目にわたり複合的に検索することができます。 

【 読 み 物 キ ー ワ ー ド 検 索 】 
文学作品には作者の伝えたいテーマがあります。そのテーマをキーワード化し、読 

み物を検索できる方法です。 

 【 学 習 件 名 検 索 】 
子供たちが学習の場面で使用する言葉（キーワード）から検索。調べたい言葉や事 

柄が、どの本の何ページに載っているかが分かります。 

【 教 科 書 単 元 検 索 】 
各学校で使用している「国語」「社会」「理科」（順次拡大予定）の教科書単元名か 

ら、図書を検索。学校図書館を活用した授業をサポートします。 
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